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令和３年度 ICT活用実践研究報告書 

 

社会科における児童の学習理解の評価 

～Googleスプレッドシートを活用した振り返りを通して～ 

                  北海道教育大学附属札幌小学校  河原 秀樹 

 

１ 研究概要 

私は校内研究において、社会科の教科を窓口とした授業研究を行っています。社会科は、

知識と知識がつながり、社会的事象の意味理解の質を高めることが大切です。そのため、

授業での学びを通して何が分かったか、自分の考えはどのように変容したのかなどについ

て毎時間振り返りを書く活動を重視しています。 

振り返りの３つの機能として、①学習内容を確認する振り返り、②学習内容を現在や過

去の学習内容と関係付けたり、一般化したりする振り返り、③学習内容を自らとつなげ自

己変容を自覚する振り返りが挙げられます。振り返りを書くことによって、自分の学びを

丁寧に見つめ直し、知識を関連付けたり、自分自身の成長を実感したりできるようにして

いくのです。 

 本研究では、こうした振り返りを書く活動について、一人一台のタブレット端末を活用

してスプレッドシートに記入していくことを積み上げていきます。スプレッドシートに記

入することは、一人一人が単元を通して自分の学びの変容を１枚のシートで可視化できる

よさがあります。また、自分の振り返りだけでなく、クラスの仲間の振り返りがスプレッ

ドシートの一覧で見られることによって、他者の学びを自分の中に取り込める効果も期待

できます。 

ただし、子どもが振り返りをスプレッドシートに記入する活動を行うことだけで理解の

質が高まるわけではありません。教師が適切な関わりをすることが必要です。教科書や資

料集の内容とつなげて考えている子どもの学びや、既習や生活体験とつなげて考えている

子どもの学びを価値付けていきます。「例えば～」や「つまり」など、知識をつなげて考え

られるようにかかわることも意図的に行います。社会科における社会的事象の見方・考え

方は働かせるだけではなく、鍛えられることによって自覚的に働かせることができるよう

になるからです。 

その他に、他者の考えが自分の学びにどのくらい影響を与えたかについても大切にして

いきます。スプレッドシートの振り返りに、「〇〇さんの考えは自分にはなかった。」「△△

さんの考えと自分の考えがつながった。」などと書くことで、対話的な学びが深い学びへと

つながっていることを自覚していきます。そのためには、前の時間の振り返りスプレッド

シートを、教師が授業の中で紹介し、価値付ける関わりも必要です。 

 このように、一単位時間ごとの学びを自覚することを積み重ねていくことで、単元にお

ける深い学びが実現できると考えています。 



２ 本研究で期待される効果 

本研究は、先に述べた通り、子ども自身が学びの積み上げを視覚的に捉えることができ

ると同時に、単元を通して理解の質が高まっていく様子を自覚できるものであると考えて

います。教師の側面からも、一単位時間や単元を通しての授業評価とすることができます。  

例えば、学級全体の児童の振り返りをテキストマイニングで表し、蓄積することで、授

業で子どもが思考したことを捉えやすくなり、自身の授業を省察することが可能となりま

す。 

 また、本研究で作成予定のスプレッドシートの枠については、本校だけでなく、市内公

立学校の先生方へスプレッドシートの枠のデータを提供できるなど、実践を他校の先生方

へ広げることも可能であると考えています。 

 

３ 研究の実際 

３－（１）スプレッドシートの実際 

本研究は、６学年社会科の歴史単元において行うこととしました。歴史の単元ごとに、

スプレッドシートを作成しました。このスプレッドシートは、自分の振り返りを記入する

ことに加え、学級全員の振り返りが一覧で見られようにしてあり、全体で共有されるよう

にしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－（２）スプレッドシートを活用した学習評価 

 一人一人の振り返りを教師が見取り、一人一人の振り返りを評価します。学習の内容理

解に関わるもの、友達の考えを基に自分の考えが深まったもの、前の学習とつなげたり比



較したりして考えたもの、歴史的人物の立場の視点に立って考えたものなど、教師が想定

している評価対象に従って、児童の振り返りに色付けをしていきました。そして、次の学

習の時間に児童が改めて自分の振り返りを見つめられるようにしました。実際に子どもた

ちは、教師からの評価をとても喜んでいました。加えて、「自分は友達の考えを通して新た

な気付きが生まれることが多い。」とか、「自分は前の時代や現在の時代と比較しながら考

えることが多いことに気付いた。」などという声が聞かれるようになり、教師の評価によっ

て、子ども自身が自分の追究の視点を自覚できるようになってきたことも成果の一つであ

ると感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－（３）スプレッドシートを活用した学びの足跡としての機能 

 スプレッドシートは、子どもたちの振り返りを記録するだけでなく、授業で使った資料、

板書などを貼り付けて、学級全体の学びの足跡としての機能を持たせました。毎時間の板

書を貼り付けておくことで、学びのつながりを感じられるとともに、いつでも振り返って

見て学び直すこともできます。また、欠席した児童にとっても、板書や他者の振り返りを

見ることで、自習に役立てることができるよさがあると感じました。 

 さらに、全員の振り返りを一時間の授業ごとにＡＩテキストマイニングにすることによ

って、授業のキーワードが見えてくるような工夫も取り入れました。これは、子どもにと

っての振り返りのよさだけではなく、教師自身が一時間ごとの授業を見つめ直すことので

きる効果がありました。 



４ 成果と課題 

 大きな成果としては、毎時間の学びを蓄積し、教師が丁寧に見取ることで子ども自身が

意欲的に学び進めることができたということです。６年生の歴史単元の全てでスプレッド

シートを活用した振り返りを行ったため、歴史の学習を 70時間終えたあとに、一人一人の

振り返りを印刷し、全単元を通しての自分の学びを見つめ直す活動を取り入れました。自

分の考えがどのように変化し、深まっていったのかを視覚的に捉えられるよさがあったと

いえます。 

 こうした本研究の取組を、札幌市教育委員会の指導主事の先生にもご覧いただく機会が

ありました。スプレッドシートの有効な活用方法であるとして、高く評価いただくことが

できました。併せて、全国の指導主事の会議の場において、スプレッドシートを活用した

本研究の取組をご紹介していただいたという報告も受けております。 

 一方、教師の視点からこのスプレッドシートの取組を見つめ直した時、全てがキーボー

ドで入力された文字であるこの振り返りの取組が、メリットにもデメリットにもなるとい

うことも見えてきました。メリットとしては、ここまでに述べてきたように、データとし

ての蓄積や、そのデータを活用した様々な授業評価に生かせることです。 

 デメリットはとしては、子ども一人一人の授業への熱量が見えにくい部分があるという

ことです。これまでは、ノートに振り返りを書いて提出をし、それを教師が評価して返す

というやり方でした。ノートの場合は、文字の丁寧さや書きぶりから、子ども一人一人の

コンディションや授業への熱量が見えやすかったと感じます。その点、全ての子どもの振

り返りが全く同じ活字になっていることは、書いた文字量や文章の内容は比較できるもの

の、文字の奥にある一人一人の心の様子が見えにくくなるということも感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このことについては、授業での子どもの学びの見取りと合わせて、ノートとタブレット

の活用方法についてのバランスも、今後考え続けていく必要があるのではないかと感じて

いるところです。 

 


